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建
仁
寺
護
国
院
開
山
堂
の
建
築
及
び
障
壁
画
の
調
査
研
究
は
、
平
成
十
三
年
か
ら

十
五
年
に
か
け
て
、
関
西
大
学
工
学
部
の
永
井
規
男
（
建
築
史
）
、
文
学
部
の
山
岡
泰

造
（
美
術
史
）
、
中
谷
伸
生
（
美
術
史
）
及
び
建
仁
寺
調
査
研
究
班
の
大
学
院
生
、
福

井
麻
純
、
西
垣
香
、
福
井
博
教
、
樋
上
将
之
が
参
加
し
て
行
っ
た
。
護
国
院
開
山
堂

の
建
築
及
び
障
壁
画
は
、
こ
れ
ま
で
部
分
的
に
紹
介
が
な
さ
れ
た
こ
と
が
あ
る
が
、

そ
の
大
半
は
未
紹
介
の
も
の
で
あ
る
。
再
三
の
調
査
を
お
許
し
頂
い
た
建
仁
寺
当
局

に
感
謝
を
申
し
上
げ
る
。

建
仁
寺
護
国
院
開
山
堂
の
調
査
研
究
に
つ
い
て

建
仁
寺
護
国
院
の
建
築
及
び
障
墜
画
の
調
査
研
究
報
告

平
成
十
五

（二

0
0
三）

年
度

〈
論
文
・
資
料
紹
介
〉

建
仁
寺
護
国
院
開
山
堂
の
歴
史
と
建
築

建
仁
寺
護
国
院
調
査
研
究
班

建
仁
寺
護
国
院
開
山
堂
の
障
壁
画
（
上
）

護
国
院
開
山
堂
平
面
図
・
障
壁
画
記
号
・
図
版

〈
資
料
〉

一
三
九

中
谷
伸
生

永
井
規
男

中山永

谷岡井

伸泰規

生造男



り
護
国
院
の
改
造
が
行
わ
れ
て
い
る

護
国
院
の
客
殿
建
築

護
国
院
と
玉
龍
院

護
国
院
は
建
仁
寺
の
開
山
塔
院
で
正
し
く
は
興
禅
護
国
院
と
い
う
。
こ
の
論
稿
は

こ
の
護
国
院
に
現
存
し
て
い
る
客
殿
建
築
を
あ
つ
か
う
も
の
で
あ
る
が
、
現
在
の
護

国
院
客
殿
は
妙
心
寺
塔
頭
玉
龍
院
客
殿
を
移
築
し
た
も
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
そ

の
建
築
の
背
景
を
論
じ
て
お
こ
う
と
す
る
と
、
護
国
院
と
玉
龍
院
の
双
方
に
つ
い
て

言
及
す
る
こ
と
に
な
る
。

建
仁
寺
護
国
院

い
る
（
図
一
）
。

護
国
院
は
健
保
三
年
(
―
ニ
―
五
）
示
寂
の
開
山
明
庵
栄
西
禅
師

の
塔
院
で
、
建
仁
寺
の
三
門
の
東
方
、
地
形
が
一
段
高
く
な
っ
た
敷
地
に
所
在
し
て

そ
の
位
置
は
創
設
以
来
変
わ
っ
て
い
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。
す
く
な

①
 

く
と
も
一
三
六

0
年
代
の
状
況
を
示
す
も
の
と
さ
れ
る
「
東
山
往
古
之
図
」
で
は
現

は
な
い
。
文
献
上
で
は
『
続
史
愚
抄
』
に
、
暦
応
三
年
(
-
三
四

O
)
十
月
七
日
に

建
仁
寺
の
輪
蔵
•
開
山
塔
・
瑞
光
庵
等
が
罹
災
し
た
と
あ
る
。
こ
れ
が
開
山
塔
の
史

料
上
の
初
出
で
あ
ろ
う
。

そ
の
た
め
論
議
が
並
行
的
な
も
の
に
な
り
、

「
中
古
之
図
」

九
年
示
寂
）
に
よ
っ
て
再
興
さ
れ
た
(
「
-
庵
行
状
」
）
。

ま
た
錯
綜
す

つ
い
で
永
和
三
年
(
-
三
七
七
）
、
細
川
頼
之
の
施
財
に
よ

（
『
東
山
建
仁
略
寺
誌
』
）
。
応
永
四
年
(
-
三
九

七
）
十
一
月
十
八
日
に
開
山
塔
は
火
災
に
罹
っ
た
が
、
霊
源
院
一
庵
一
麟
(
-
四
〇

し
か
し
こ
れ
も
永
享
七
年

（
一
四
三
五
）
に
焼
失
し
た
よ
う
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
『
師
卿
記
』
永
享
七
年
十
一
月

位
置
に
所
在
し
て
お
り
、

「
近
代
之
図
」
に
お
い
て
も
変
わ
る
こ
と

る
こ
と
を
は
じ
め
に
お
断
り
し
て
お
き
た
い
。

永

井

規

男

未
刻
建
仁
寺
塔
頭
炎
上
、
寺
中
七
堂
以
下
免
余
炎
了
、
所
焼
失
塔
頭
数
十
云
々

と
あ
り
、
こ
の
と
き
開
山
塔
も
焼
け
た
と
思
わ
れ
る
。
康
正
元
年
(
-
四
五
五
）
、
建

②
 

仁
寺
は
朝
鮮
国
に
勧
化
し
て
三
門
・
開
山
塔
・
経
蔵
の
建
立
を
図
っ
た
と
い
う
。
開

山
塔
は
こ
の
事
業
に
よ
っ
て
再
建
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
。
降
っ
て
『
蔭
涼
軒
日
録
』
の

建
仁
寺
開
山
塔
護
国
院
修
理
、

限
十
箇
年
可
有
御
免
許
之
由
。

以
聖
福
寺
公
文
十
員
分
、
自
当
年
申
歳
至
巳
歳

と
あ
り
、
博
多
聖
福
寺
の
坐
公
文
十
員
分
の
十
ヶ
年
の
相
当
額
を
充
て
て
護
国
院
の

修
理
が
図
ら
れ
て
い
る
。
開
山
塔
•
護
国
院
と
い
う
書
き
か
た
か
ら
推
す
と
、
開
山

塔
と
と
も
に
付
属
す
る
客
殿
建
築
が
存
在
し
て
い
た
と
推
測
で
き
る
。

と
こ
ろ
が
天

文
二
十
一
年
(
-
五
五
二
）
十
一
月
、
西
門
前
か
ら
出
火
し
て
、
方
丈
•
寝
堂
・
法
堂
・

仏
殿
•
五
頭
首
寮
・
維
那
寮
•
三
門
・
僧
堂
ら
と
と
も
に
開
山
塔
は
焼
亡
し
て
し
ま

う
。
そ
こ
で
翌
年
‘
唯
一
焼
け
残
っ
て
い
た
塔
頭
瑞
光
庵
を
移
し
て
開
山
塔
と
し
た

③
 

と
い
う
。
こ
の
瑞
光
庵
は
前
記
の
暦
応
三
年
の
火
災
後
に
再
建
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ

う
。
こ
の
あ
と
開
山
塔
は
明
治
ま
で
そ
の
ま
ま
存
続
し
て
い
た
ら
し
い
。

と
い
う
の

は
近
世
の
寺
史
に
開
山
塔
の
火
災
の
こ
と
が
現
れ
な
い
こ
と
、
ま
た
護
国
院
に
あ
る

④
 

経
蔵
の
明
治
十
八
年
の
棟
札
に（さい）

天
文
兵
焚
之
日
独
免
其
次
於
是
一
衆
議
移
之
於
本
院
充
昭
堂
前
後
暦
年
殆
五
百

七
十
余
歳
尊
其
古
致
可
観
也

と
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
経
蔵
の
実
物
を
み
る
と
、
花
頭
窓
は
頭
部
に
鏑
を
も
た

な
い
古
様
さ
を
見
せ
、
柱
は
太
く
古
び
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
室
町
前
期
を
下
ら
な
い

と
考
え
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
の
ち
慶
長
三
年
(
-
五
九
八
）
、
前
年
の
大
地
震

天
文
七
年
(
-
五
六
四
）
十
一
月
二
日
条
に
、

二
十
九
日
条
に

―
四
〇



性
が
お
お
き
い
。
護
国
院
の
山
門
は

「
宝
陀
閣
」
と
い
い
、
開
山
堂
竣
工
翌
年
に
鳴

堂
・
文
殊
堂
（
僧
堂
）

と
庫
裏
は
一
棟
に
合
体
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
現
状
は
客
殿
と
庫
裏
は
別
棟
で
あ
り
、

文
殊
堂
は
な
く
な
っ
て
い
る
。
開
山
堂
は
全
面
一
間
通
り
を
吹
放
に
し
て
い
て
、
嵐

山
臨
川
寺
の
三
会
院
開
山
堂
と
似
た
か
た
ち
を
と
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
客

殿
も
お
そ
ら
く
壊
廃
が
著
し
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
、
明
治
十
年
(
-
八
七
七
）
に
妙

し
て
再
建
さ
れ
て
こ
れ
に
代
え
ら
れ
た
。
な
お
玄
関
は
建
仁
寺
大
方
丈
の
玄
関
と
し

て
再
建
さ
れ
、
こ
れ
も
現
存
し
て
い
る
。

さ
ら
に
付
言
し
て
お
く
と
護
国
院
の
中
心

で
あ
る
開
山
塔
は
明
治
十
七
年
(
-
八
八
四
）
に
新
規
に
建
替
え
ら
れ
た
も
の
で
、

開
山
祠
堂
•
相
の
間
・
礼
堂
か
ら
な
る
複
合
建
築
で
あ
る
。
相
の
間
の
中
央
に
石
壇

を
築
い
た
開
山
の
入
定
塔
が
あ
る
。
明
治
十
六
年
二
月
、
護
国
院
お
よ
び
矢
ノ
根
門

の
二
棟
の
修
繕
費
と
し
て
二
百
円
が
内
務
省
か
ら
与
え
ら
れ
て
お
り
（
寺
院
調
査
書
）
、

お
そ
ら
く
こ
れ
を
基
金
に
し
て
開
山
塔
の
建
替
え
が
な
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の

と
き
旧
開
山
堂
の
昭
堂
が
経
蔵
に
転
用
さ
れ
た
と
さ
れ
る
の
で
あ
る
が
、
経
蔵
は
方

二
間
の
大
き
さ
、
現
開
山
祠
堂
も
方
二
間
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
の
移
築
で
あ
る
可
能

心
寺
玉
龍
院
の
客
殿
（
方
丈
）

•
玄
関
が
購
入
さ
れ
、

そ
の
客
殿
が
護
国
院
客
殿
と

客
殿
・
庫
裏
の
三
者
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
た
。

そ
の
客
殿

で
被
害
を
蒙
っ
た
開
山
塔
の
修
理
が
、
細
川
右
京
兆
（
幽
斎
）
に
よ
っ
て
他
の
諸
堂

宇
と
と
も
に
施
さ
れ
、

⑤
 

れ
て
い
る
。
「
口
水
集
」
に
慶
長
十
三
年
（
一
六

0
八
）
十
月
に
梅
仙
東
逍
が
護
国
院

「
正
寝
」
に
お
い
て
示
寂
と
あ
る
の
で
、
元
和
元
年
以
前
に
も
方
丈
（
客
殿
）
が

あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
元
和
造
営
の
客
殿
は
江
戸
時
代
を
通
じ
て
存
続
し
た
よ

う
で
あ
る
が
、
こ
の
間
の
経
緯
は
明
ら
か
で
な
い
。
た
だ
寺
地
画
図
（
図
二
）
か
ら
、

幕
末
•
明
治
初
期
の
様
子
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
に
よ
る
と
護
国
院
は
開
山

の

つ
い
で
元
和
元
年
（
一
六
二
五
）
、
護
国
院
の
客
殿
が
建
て
ら

―
四

⑥
 

滝
の
妙
光
寺
か
ら
移
築
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
近
世
に
お
け
る
比
較
的
小
規
模
な
禅

宗
寺
院
に
お
け
る
三
門
の
例
と
し
て
い
ま
で
は
貴
重
な
遺
構
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に

護
国
院
の
建
築
物
の
半
分
は
移
築
に
よ
っ
た
も
の
で
あ
る
が
、
他
か
ら
建
物
を
移
し

て
再
用
す
る
こ
と
は
中
・
近
世
で
は
よ
く
あ
る
こ
と
で
あ
っ
た
。

妙
心
寺
玉
龍
院

端
に
現
存
す
る
塔
頭
寺
院
で
あ
る
。
慶
長
三
年
(
-
五
九
八
）
、
豊
臣
家
の
中
老
で
あ

っ
た
生
駒
讃
岐
守
一
正
を
開
基
檀
越
と
し
て
創
立
さ
れ
た
。
織
田
系
図
（
『
続
群
書
類

従
六
下
』
百
四
十
二
）
に
よ
る
と
、
織
田
信
長
の
妹
を
母
と
す
る
津
田
忠
辰
（
慶
長

十
八
年
卒
）

と
そ
の
妻
（
慶
長
六
年
卒
）
が
玉
龍
院
に
葬
ら
れ
て
お
り
、
津
田
氏
と

の
関
わ
り
も
密
な
も
の
が
あ
っ
た
。
元
和
二
年
（
一
六
一
六
）
に
建
て
直
し
が
な
さ

⑦
 

れ
、
檜
造
り
で
金
箔
が
あ
し
ら
わ
れ
た
方
丈
が
建
て
ら
れ
た
。
し
か
し
こ
れ
は
寛
政

十
年
（
一
七
九
八
）

正
月
に
庫
裏
と
と
も
に
焼
失
し
て
し
ま
っ
た
。

建
は
文
化
二
年
（
一
八

0
五
）
ま
で
に
果
た
さ
れ
た
。
す
な
わ
ち
表
門
棟
札
に

庫
司
函
丈
再
建
之
時
‘
従
南
遷
此
而
修
補
重
而
利
七
福
即
在
七
難
即
滅
諸
縁
者

文
化
第
二
乙
丑
歳
五
月
十
一
日

現
住
比
丘
□
口
慧
行
謹
識

し
か
し
そ
の
再

大
工
木
本
喜
兵

と
あ
り
、
文
化
二
年
の
五
月
に
庫
裏
・
方
丈
の
再
建
に
あ
た
っ
て
表
門
を
南
よ
り
現

在
地
に
移
し
修
理
を
加
え
て
い
て
、
こ
の
こ
ろ
庫
裏
・
方
丈
が
再
建
さ
れ
て
い
る
こ

と
が
知
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
ま
た
庫
裏
の
鬼
瓦
に
は
享
和
三
年
(
-
八

0
三）

五
月

の
刻
銘
が
あ
り
、
庫
裏
は
こ
の
こ
ろ
ま
で
に
建
っ
て
い
た
ら
し
い
。
庫
裏
は
方
丈
よ

り
先
に
建
て
る
の
が
普
通
で
あ
る
か
ら
‘
方
丈
す
な
わ
ち
客
殿
は
享
和
三
年
か
ら
文

衛
葺
師
総
左
衛
門

つ
ぎ
は
玉
龍
院
に
つ
い
て
で
あ
る
。

玉
龍
院
は
妙
心
寺
境
内
西



る。
前
述
し
た
よ
う
に
こ
の
建
築
は
文
化
二
年
(
-
八

0
五
）
こ
ろ
に
妙
心
寺
玉
龍
院

の
客
殿
と
し
て
建
立
さ
れ
た
。

三
年
(
-
八
八

O
)
に
護
国
院
客
殿
と
し
て
再
建
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
前
後
各
三
室

か
ら
な
る
方
丈
塑
六
間
取
り
で
、

一
間
半
の
入
側
の
鞘
の
間
、
背
面
に
半
間
の
濡
縁
を
つ
け
る
と
い
う
構
成
を
と
る
。

そ
し
て
広
縁
の
東
端
に
お
い
て
開
山
堂
昭
堂
へ
の
渡
廊
下
が
取
り
付
き
、

北
寄
り
に
玄
関
が
付
き
、
東
入
側
の
北
寄
り
に
は
庫
裏
へ
の
廊
下
が
取
り
付
い
て
い

内
部
の
間
取
り
構
成
は
、
中
央
前
面
に
十
五
畳
大
の
畳
を
廻
し
敷
き
と
す
る
拭
板

敷
の
室
中
、

そ
し
て
、
明
治
十
年
に
建
仁
寺
に
売
却
さ
れ
、
同
十

正
面
に
吹
放
し
の
広
縁
に
落
縁
を
、

そ
の
後
ろ
に
十
二
畳
大
の
仏
間
、
こ
れ
ら
を
は
さ
む
左
右
の
前
後
に
そ

れ
ぞ
れ
十
畳
と
八
畳
を
配
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
前
―
二
室
は
通
し
天
井
と
し
、

室
境
に
竹
の
節
欄
間
を
設
け
て
い
る
。
仏
間
は
前
一
間
通
を
拭
板
敷
‘

文
化
二
年
（
一
八

0
五
）
こ
ろ

-
m
 （
三
六

O
・
O
七
尺
）
、
単
層
、

両
側
面
は
幅

西
入
側
の

そ
の
奥
を
半

入
母
屋
造
‘
桟
瓦
葺
、
南
面

概

要

桁

行

二
0

・
ニ
七
七
m

（
六
六
0
•

九
五
七
尺
）
、
梁
行
一
0
•
九

付
い
て
い
る
も
の
で
あ
っ
た
。

化
二
年
の
間
に
建
っ
た
と
考
え
て
よ
い
。
こ
の
客
殿
が
護
国
院
に
移
築
さ
れ
る
わ
け

で
あ
る
。

き
る
が
、

玉
龍
院
時
代
の
様
子
は
天
保
十
四
年
の
塔
頭
新
絵
図
か
ら
知
る
こ
と
が
で

そ
れ
は
桁
行
九
間
、
梁
行
六
間
半
、
瓦
葺
で
、
折
曲
り
六
間
の
大
玄
関
が

護
国
院
客
殿

（
図
三
）

と
明
障
子
を
建
て
て
い
る
。
柱
は
六
寸
角
で
、
木
割
は
太
い
。

出
三
斗
、
中
備
え
墓
股
と
、
仏
堂
形
式
に
し
て
い
る
。

間
の
通
し
前
壇
と
し
、

仏
壇
の
前
面
は
板
壁
で
左
右
中
央
の
三
箇
所
に
花
頭
口
を
開
き
、
中
央
に
本
尊
釈
迦

如
来
立
像
は
安
置
し
、

さ
ら
に
奥
に
一
段
高
く
背
面
に
沿
う
仏
壇
を
構
え
て
い
る
。

左
右
を
位
牌
壇
と
す
る
。
背
後
の
左
右
二
室
は
と
も
に
床
の

間
や
付
書
院
を
つ
く
ら
ず
、

天
井
も
低
い
簡
素
な
構
成
に
し
て
い
る
。

（
明
障

正
面
の
広
縁

は
一
間
幅
で
化
粧
屋
根
裏
天
井
。
左
端
に
は
杉
戸
を
引
違
い
に
た
て
る
が
、
右
端
は

板
壁
と
し
孔
雀
の
彩
色
画
を
画
い
て
い
る
。
こ
の
広
縁
を
囲
む
よ
う
に
し
て
広
縁
ま

わ
り
だ
け
に
落
縁
が
ま
わ
さ
れ
て
い
る
。
左
右
側
面
は
幅
一
間
半
の
入
側
の
間
と
な

っ
て
い
る
。

し
か
し
上
方
は
広
縁
の
構
成
を
の
こ
し
て
い
て
、
半
間
内
側
に
化
粧
軒

桁
を
通
し
そ
れ
を
繋
虹
梁
で
支
え
、

天
井
は
内
一
間
通
り
を
鏡
天
井
、
側
寄
り
は
化

粧
屋
根
裏
と
な
る
。
立
面
の
構
成
は
正
面
広
縁
入
側
と
背
面
は
柱
頂
に
舟
肘
木
を
組

み
、
内
法
貫
•
飛
貫
を
通
し
固
め
る
も
の
で
、
こ
れ
に
縁
長
押
、
内
法
長
押
が
つ
く
。

た
だ
し
正
面
だ
け
に
飛
長
押
を
付
け
て
い
る
。
両
入
側
部
は
鏡
天
井
と
す
る
た
め
舟

肘
木
は
な
く
天
井
長
押
が
こ
れ
に
か
わ
る
。
室
内
部
は
前
後
と
も
蟻
壁
を
ま
わ
し
、

前
室
は
飛
長
押
が
ま
わ
り
、
後
室
は
天
井
が
低
い
た
め
こ
れ
が
省
略
さ
れ
る
。
仏
間

は
仏
壇
部
を
の
ぞ
き
猿
頬
の
悼
縁
天
井
で
、
仏
壇
境
は
丸
柱
に
虹
梁
形
頭
貫
、
台
輪
‘

柱
間
装
置
に
つ
い
て
い
う
と
、
室
側
廻
り
は
舞
良
戸
と
明
障
子
の
組
合
せ

子
が
中
央
に
あ
り
、
舞
良
戸
に
挟
ま
れ
る
）

で
、
室
境
は
襖
建
て
で
あ
る
。
室
中
正

面
中
央
間
は
型
の
と
お
り
双
折
桟
唐
戸
と
内
側
の
明
障
子
四
本
で
構
成
さ
れ
る
。

の
外
回
り
は
内
法
に
は
マ
グ
サ
を
い
れ
下
は
板
戸
と
明
障
子
、

―
四

な

お
桟
唐
戸
の
軸
は
上
は
藁
座
に
、
下
は
敷
居
の
孔
に
納
ま
っ
て
い
る
。
左
右
の
入
側

上
の
欄
間
は
板
格
子



明
治
四
年
の
寺
地
画
図
（
図
四
）

か
ら
伺
う
こ
と
が
で
き
る
。

一
方
、
天
保
の
新
絵
図
（
図
五
）

で
は
客
殿
と
庫
裏
は

の
多
数
が
取
る
南
北
並
置
形
式
ー
筆
者
は
こ
れ
を
本
庵
型
と
呼
ん
で
い
る
ー
と
違
う

も
の
で
、
本
庵
型
が
一
般
化
す
る
以
前
の
古
型
を
見
せ
る
も
の
と
考
え
て
い
る
）
、
客

こ
け
ら

殿
は
桁
行
十
間
‘
梁
行
八
間
半
の
柿
葺
建
物
で
折
れ
曲
が
り
五
間
、
梁
間
一
間
半
の

南
と
北
に
棟
を
平
行
に
し
て
配
置
さ
れ
、
客
殿
は
桁
行
九
間
、
梁
行
六
間
半
の
瓦
葺

こ
け
ら

で
、
折
れ
曲
が
り
六
間
で
、
梁
間
二
間
の
柿
葺
の
大
玄
関
を
付
属
さ
せ
て
い
る
。
大

玄
関
と
い
っ
て
い
る
の
は
客
殿
と
庫
裏
を
結
ぶ
廊
下
に
小
玄
関
を
設
け
る
よ
う
に
な

っ
た
か
ら
で
あ
る
。

相
と
後
期
的
な
様
相
の
違
い
を
ま
ざ
ま
ざ
と
見
せ
る
も
の
で
、
現
客
殿
が
後
期
的
な

も
の
の
好
例
と
い
え
る
こ
と
を
ま
ず
指
摘
し
て
お
き
た
い
。
客
殿
内
部
の
間
取
り
は
、

さ
て
、

玉
龍
院
に
お
け
る
再
建
客
殿
の
規
模
は
桁
行
九
間
、
梁
行
六
間
半
で
あ
る
。

こ
れ
を
護
国
院
客
殿
と
比
較
し
て
み
よ
う
。
護
国
院
客
殿
の
現
状
は
桁
行
十
間
‘
梁

行
五
間
半
で
あ
る
。

玉
龍
院
客
殿
の
こ
う
し
た
変
化
は
、
禅
院
客
殿
の
前
期
的
な
様

天
保
絵
図
と
比
べ
て
桁
行
で
一
間
長
く
、
梁
行
で
一
間
短
い
。

こ
れ
ら
を
ど
の
よ
う
に
解
釈
す
る
か
は
難
問
で
あ
る
が
、
す
く
な
く
と
も
寺
地
画
図

（
こ
の
配
置
形
式
は
妙
心
寺
塔
頭

玉
龍
院
時
代
と
の
比
較

当
客
殿
を
玉
龍
院
に
あ
っ
た
時
の
も
の
と
比
較
し
若
干
の
検
討
を
し
て
お
こ
う
。

妙
心
寺
塔
頭
の
建
築
構
成
に
つ
い
て
は
天
明
絵
図
と
天
保
新
絵
図
が
よ
い
資
料
に
な

る
が
、

玉
龍
院
に
つ
い
て
は
さ
い
わ
い
両
者
と
も
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

然
で
あ
る
こ
と
に
、

そ
の
う
え
偶

玉
龍
院
の
場
合
、
前
者
が
寛
政
十
年
の
火
災
以
前
を
、
新
絵
図

が
火
災
後
の
再
建
以
降
の
様
子
を
画
い
た
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

さ
て
天
明
絵
図

が
画
く
上
下
間
の
前
後
室
の
広
さ
は
護
国
院
客
殿
と
一
致
し
て
い
る
。
中
央
の
室
中

の
幅
は
寺
地
画
図
で
は
分
か
ら
な
い
の
で
あ
る
が
、
桁
行
九
間
か
ら
上
下
間
の
室
幅

各
二
間
を
引
い
た
の
こ
り
五
間
は
室
中
幅
と
左
右
の
広
縁
と
考
え
ら
れ
、
左
右
広
縁

幅
を
一
間
と
す
る
と
室
中
幅
は
三
間
と
な
る
。
こ
れ
は
現
護
国
院
客
殿
の
左
右
の
入

側
を
そ
の
構
造
形
式
に
し
た
が
い
半
間
の
化
粧
屋
根
裏
部
分
を
除
い
て
勘
定
し
た
も

の
と
一
致
す
る
。
す
な
わ
ち
桁
行
き
長
さ
に
関
し
て
は
天
保
絵
図
と
現
護
国
院
客
殿

は
合
致
す
る
わ
け
で
あ
る
。

は
そ
の
よ
う
に
は
画
か
れ
て
い
な
い
）
、
六
間
半
は
五
間
半
の
誤
記
で
あ
る
か
で
あ
る

が
、
決
着
は
つ
け
が
た
い
。

あ
っ
た
可
能
性
が
大
き
い
。
し
か
し
こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
後
考
に
ま
ち
た
い
。

ま
た
移
築
さ
れ
た
こ
と
に
伴
う
改
造
も
あ
っ
た
筈
で
あ
る
が
精
査
し
て
い
な
い
の

で
明
確
に
は
で
き
な
い
。

し
か
し
梁
行
の
数
値
に
関
し
て
は
説
明
が
困
難
で
あ
る
。

た
だ
寺
地
画
図
に
よ
る
か
ぎ
り
、

も
と
も
と
五
間
半
で

た
だ
玉
龍
院
時
代
の
客
殿
は
広
縁
の
東
側
に
玄
関
を
付
属

さ
せ
て
い
た
か
ら
、
現
在
広
縁
の
東
端
の
孔
雀
を
描
い
た
板
壁
は
、

玉
龍
院
時
代
に

あ
っ
た
も
の
だ
と
し
て
も
、
こ
の
場
所
で
は
な
か
っ
た
こ
と
は
指
摘
で
き
る
。

な
お

正
面
広
縁
の
端
部
の
一
方
を
板
壁
と
す
る
例
は
、
妙
心
寺
で
は
玉
鳳
院
御
殿
‘
大
心

院
客
殿
な
ど
に
見
る
こ
と
が
で
き
、
前
者
で
は
同
様
に
孔
雀
が
画
か
れ
て
い
る
。
仏

壇
の
堂
風
な
構
え
方
も
移
築
後
の
変
更
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

三
間
で
あ
る
の
は
、
禅
院
の
方
丈
建
築
と
し
て
は
例
が
す
く
な
く
、
異
例
と
い
う
べ

き
で
あ
る
。

ま
た
室
中
の
幅
が

そ
の
た
め
左
右
の
柱
間
が
五
尺
二
寸
五
分
と
い
う
垂
木
の
枝
割
と
も
合

わ
な
い
半
端
な
数
値
と
な
っ
て
い
る
。
護
国
院
前
客
殿
の
中
央
間
の
室
幅
が
三
間
で

あ
っ
た
か
ら
、
移
築
し
た
客
殿
を
こ
れ
に
合
わ
せ
て
室
中
幅
を
す
こ
し
縮
め
た
か
と

も
考
え
ら
れ
も
す
る
が
、
部
材
に
は
縮
め
た
と
い
う
形
跡
は
認
め
が
た
い
の
で
あ
る
。

―
四
三

玄
関
を
付
属
さ
せ
て
い
る
。

（
図
四
）

で
は
、
客
殿
と
庫
裏
は
東
西
に
並
置
さ
れ

玉
龍
院
時
代
の
客
殿
に
は
背
面
に
一
間
の
広
縁
が
あ
っ
た
と
す
る
か

（
し
か
し
絵
図



と
し
、
さ
ら
に
同
年
十
一
月
の
火
災
に
つ
い
て

③
 で

は
天
文
二
十
一
年
十
月
の
火
災
に
つ
い
て

信
頼
に
た
る
も
の
で
あ
る
。

②
 

①
 

「
寺
院
調
査
書
」
な
ど
に
よ
る
。
「
寺
院
調
査
書
」

も
と
も
と
大
名
塔
頭
客
殿
で
あ
っ
た
も
の
を
開
山
塔
客
殿
に
転
用
し
た
わ
け
で
あ
る

そ
こ
に
大
き
な
無
理
や
矛
盾
が
生
じ
て
い
る
と
も
見
え
な
い
。

こ
の
こ
と
は
近

世
中
後
期
に
お
け
る
方
丈
建
築
の
汎
用
的
性
格
、
見
方
を
変
え
れ
ば
無
性
格
化
へ
の

傾
向
を
物
語
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
確
立
し
た
左
右
対
称
の
平
面
構
成
、
左
右
広
縁
の

ほ
ぼ
完
全
な
狭
屋
の
間
化
は
近
世
後
期
型
の
万
丈
建
築
の
一
典
型
を
見
せ
る
も
の
で

s‘
~ヵヽ

太
田
博
太
郎
『
中
世
の
建
築
』
五
山
建
築

建
仁
寺
の
項
を
参
看
。
以
降
の

「
東
山
中
古

建
仁
寺
所
蔵
「
寺
院
調
査
書
」
に
よ
る
。
こ
れ
は
明
治
二
十
八
年
に
作
成
さ
れ
た
も
の
で
、

典
拠
を
明
示
し
て
い
な
い
が
、
語
録
な
ど
に
依
拠
し
て
い
る
よ
う
で
あ
り
そ
の
内
容
は
ほ
ぽ

朝
鮮
国
勧
化
の
こ
と
は
『
蔭
涼
軒
日
録
』
長
禄
二
年
(
-
四
五
八
）
二
月
か
ら
五
月
の
諸
条

や
『
如
是
院
年
代
記
』
な
ど
に
見
え
る
が
、

之
図
」

註
『
玄
圃
藁
』

あ
る
。

『
東
山
建
仁
略
寺
誌
』

堂
•
開
山
塔
及
東
ノ
塔
頭
焼
亡
。

そ
こ
で
の
造
営
対
象
は
明
ら
か
で
は
な
い
。

西
門
前
出
火
引
テ
、
方
丈
•
寝
堂
・
法
堂
•
仏
殿
•
五
頭
首
寮
・
維
那
寮
•
山
門
・
僧

同
年
十
一
月
、
細
川
晴
冗
ノ
兵
火
ノ
為
メ
、
南
谷
塔
頭
及
ヒ
三
重
塔
焼
失
、
此
二
至
テ

「
東
山
近
代
之
図
」
も
す
べ
て
現
位
置
を
示
し
て
い
る
。

吾
山
嘗
秘
麗
本
毘
慮
大
蔵
尊
経
者
久
芙
、
天
保
丁
酉
之
秋
不
幸
罹
祝
融
之
厄
有
故
得
免
者
僅
／

円
鏡
堂
／
之
影
堂
也
、

暦
年
殆
五
／
百
七
十
余
歳
尊
其
古
致
可
観
也
、
清
住
前
主
塔
部
林
東
堂
慨
旧
貫
之
無
可
徴
干

④
 

一
山
悉
ク
烏
有
二
帰
ス
。
僅
カ
ニ
火
ヲ
免
ル
ル
モ
ノ
瑞
光
庵
・
経
蔵
・
鐘
楼
•
矢
ノ
根
門
ノ
ミ
。

同
十
二
年
、
東
福
寺
ノ
茶
堂
ヲ
乞
ヒ
移
ケ
法
堂
ト
ナ
シ
、
瑞
光
庵
ヲ
移
シ
テ
開
山
塔
ト
ス
。

と
記
し
て
い
る
。
天
文
の
火
災
に
つ
い
て
は
他
の
史
料
と
照
ら
し
て
、

い
る
と
見
ら
れ
る
。
『
玄
圃
藁
』
（
南
禅
寺
聴
松
院
玄
圃
和
堂
の
語
録
）
に
よ
れ
ば
、
十
一
月

の
火
災
は
十
四
日
に
起
こ
っ
た
も
の
で
あ
る
。
瑞
光
庵
に
つ
い
て
は
『
東
山
建
仁
略
寺
志
』

瑞
光
庵
（
開
基
）
の
項
に
「
天
文
の
火
後
、
影
堂
を
移
し
て
護
国
の
塔
宇
と
作
し
、
瑞
光
・

光
沢
を
合
し
て
一
宇
と
な
す
」
と
あ
る
。
『
扶
桑
五
山
記
』
四
に
よ
る
と
瑞
光
庵
は
環
渓
派
に

属
し
、
南
宋
西
蜀
か
ら
渡
日
し
た
鏡
堂
覚
円
(
-
三

0
六
示
寂
）
を
始
祖
と
す
る
塔
頭
で
あ

っ
た
。

そ
の
所
在
地
は
正
伝
院
の
旧
地
の
東
南
の
方
角
に
あ
っ
た
（
東
山
往
古
之
図
）
。
そ
の

影
堂
す
な
わ
ち
覚
円
鏡
堂
の
開
山
堂
を
移
し
て
、
護
国
院
開
山
堂
と
し
た
と
い
う
の
で
あ
る
。

そ
し
て
明
治
十
八
年
に
開
山
塔
を
建
て
直
し
た
と
き
、

（
「
寺
院
調
査
書
」
）
。

さ
を
も
つ
。
も
と
の
状
態
を
知
り
え
な
い
の
は
惜
し
い
が
、

ほ
ぼ
事
実
を
伝
え
て

か
っ
て
本
山
の
大
方
丈
前
庭
西
隅
に

あ
っ
て
天
保
八
年
に
焼
失
し
た
経
蔵
を
元
の
昭
堂
の
古
材
を
使
っ
て
護
国
院
内
に
再
建
し
た

い
ま
護
国
院
山
門
の
東
南
に
建
つ
方
二
間
の
小
堂
が
こ
れ
で
あ
る
。
柱

材
や
花
頭
窓
は
古
様
を
示
し
、
明
ら
か
に
天
文
以
前
お
そ
ら
く
は
室
町
前
期
に
遡
り
う
る
古

そ
れ
で
も
総
門
（
矢
の
根
門
）

と
と
も
に
建
仁
寺
の
中
世
を
物
語
る
貴
重
な
遺
構
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
な
お
光
沢
は
広
澤

庵
の
こ
と
で
瑞
光
庵
と
同
じ
環
渓
派
に
属
し
、
安
井
神
社
の
北
辺
に
所
在
し
て
い
た
。

経
蔵
棟
札
銘
の
全
文
を
掲
げ
て
お
く
。

四
十
有
余
函
耳
‘
爾
来
無
経
庫
之
設
可
謂
欠
典
癸
、
今
適
際
祖
堂
改
築
之
日
而
旧
堂
者
瑞
光

（
さ
い
）

天
文
兵
焚
之
日
独
免
其
次
於
是
一
衆

と
し
、
瑞
光
庵
の
開
山
塔
移
築
に
つ
い
て
は

議
移
之
於
本
院
充
昭
堂
前
後

―
四
四



⑧
 

⑦
 

⑥
 

⑥
 

十
一
月

元
和
弐
年

か
に
も
可
然
様
に
可
申
付
候
事

正
俊

何
れ
も
わ
き
ば
ら
の
子
ど
も
能
様
二
き
も
入
可
遣
候
以
上

し
ど
う
せ
ん
い
ま
少
之
合
可
付
候
か
様
之
儀
以
来
子
ど
も
く
わ
い
ぶ
ん
に
て
候
条
い

の
す
な
ご
も
ミ
ば
く
に
可
仕
候
く
り
げ
ん
く
わ
ん
門
い
か
に
も
ね
ん
の
入
可
申
付
候

欲
美

（
裏
面
）

や
う
し
ん
じ
の
て
ら
ひ
の
木
方
木
ふ
し
な
し
に
あ
た
ら
し
く
た
て
な
お
し
金

後
憤
然
自
捐
衣
資
／
輯
其
故
材
建
絃
新
庫
継
絶
起
廃
之
功
、
可
謂
偉
癸
、
俯
架
麗
蔵
之
残
函
．

且
備
大
日
本
校
訂
明
治
縮
／
刷
之
大
蔵
経
以
補
欠
典
温
故
知
新
之
業
謂
完
癸
、
絃
貨
上
梁
之

辰
聯
記
梗
概
胎
蕨
将
来
系
之
以
／
銘
々
日
、

元
和
二
年
の
護
国
院
方
丈
造
営
の
こ
と
は
「
口
水
集
」
に
つ
ぎ
の
よ
う
に
見
え
る
。

（
前
略
）
故
王
府
一
衆
晋
議
而
欲
□
建
護
国
丈
室
‘
雖
然
柳
無
募
縁
祖
越
、
於
是
折
霊
松

枝
桶
代
菩
提
樹
架
口
之

以
護
国
一
林
脩
竹

因
賦
裡
語
祇
夜
以
代
帝
文
梁
猪
云
‘

護
国
塔
前
営
丈
方

当
図
は
建
仁
寺
所
蔵

千
光
玉
座
又
添
光

工
匠
坂
田
清
次
郎
建
焉

住
山
比
丘
球
石
窓

堅
祖
塔
四
面
垣
口
集
以
成
一
宇
輪
奥
漸

雲
斤
月
斧
尽
工
処

入
五
百
員
獅
子
床

古
都
巡
礼
京
都

6

『
建
仁
寺
』
昭
和
五
一
年
、
近
藤
豊
の
建
築
解
説
参
照

『
生
駒
家
宝
簡
集
』
所
載
の
生
駒
正
俊
書
状
（
『
新
修
高
松
市
史
1
』
所
収
に
よ
る
）

皇
基
翠
固
法
輪
常
転
明
治
十
六
龍
輯
癸
未
八
月
吉
辰

東

山

左

辺

道

桝

繁

茂

中

有

黄

金

充

塞

宇

宙

仰
願

欽
叙

―
四
五
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臨
済
宗
建
仁
寺
派
の
建
仁
寺
護
国
院
開
山
堂
に
は
、
加
藤
文
麗
（
一
七

0
七

I
-

七
八
二
）
と
原
在
中
(
-
七
五

0_―
八
三
七
）

て
い
る
。
開
山
堂
は
も
と
も
と
文
化
二
年
(
-
八

0
五
）
に
再
建
さ
れ
た
妙
心
寺
玉

龍
院
の
方
丈
を
、

明
治
十
年
（
一
八
七
七
）
に
現
在
地
に
移
築
し
た
も
の
で
あ
る
。

玉
龍
院
の
方
丈
は
文
化
二
年
(
-
八

0
五
）
に
再
建
さ
れ
て
お
り
、

藤
文
麗
の
没
後
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
文
麗
の
襖
絵
は
、
ど
こ
か
他
の
寺
院
等
か
ら
持

っ
て
こ
ら
れ
た
も
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
が
、

画
に
は
落
款
が
あ
り
、
「
従
五
位
下
伊
豫
守
入
道
藤
文
麗
都
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
原

在
中
の
場
合
に
は
、
再
建
時
に
存
命
中
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
も
と
も
と
方
丈
の
襖
絵

で
あ
っ
た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
、
も
し
そ
う
だ
と
す
る
と
、
移
築
に
際
し
て
破
棄
さ

れ
た
襖
絵
部
分
に
、
文
麗
の
襖
絵
が
嵌
め
ら
れ
、
残
り
の
襖
絵
、
あ
る
い
は
杉
戸
絵

を
、
新
た
に
原
在
中
が
担
当
し
完
成
さ
せ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
が
、
こ
れ
ま
た
不

明
で
あ
る
。

加
藤
文
麗
に
つ
い
て
は
、
奥
平
俊
六
氏
の
紹
介
が
あ
り
、
そ
れ
を
用
い
つ
つ
、
以

下
に
詳
細
を
記
す
こ
と
に
す
る
。
と
こ
ろ
で
、
文
麗
の
年
譜
に
つ
い
て
は
、
『
寛
政
重

修
諸
家
譜
』
巻
七
七
五
に
詳
し
い
が
、
そ
れ
に
よ
る
と
、
「
加
藤
泰
都
、
織
之
助
、
左

兵
衛
、
伊
豫
守
、
従
五
位
下
、
致
仕
号
豫
斎
、
実
は
加
藤
遠
江
守
泰
恒
が
六
男
。
母

文
麗
と
在
中
の
年
譜

の
襖
絵
お
よ
び
杉
戸
絵
が
遺
存
し

そ
れ
に
つ
い
て
は
不
明
で
あ
る
。
障
壁

建
仁
寺
護
国
院
開
山
堂
障
壁
画

ー
加
藤
文
麗
と
原
在
中
ー

そ
の
再
建
が
加

中

谷

伸

生

（上）

こ
と
が
判
明
す
る
。

を
学
ん
で
お
り
、

い
。
野
村
文
紹
の
『
写
山
楼
の
記
』
に
は

―
四
九

は
某
氏
。
泰
茂
が
養
子
と
な
る
」
と
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
文
麗
は
宝
永

三
年
（
一
七

0
六
）
、
伊
予
大
洲
城
主
の
加
藤
遠
江
守
泰
恒
の
六
男
と
し
て
生
れ
、
名

を
泰
都
、
号
を
予
斎
と
い
う
。
九
歳
の
年
の
正
徳
四
年
（
一
七
―
四
）
に
寄
合
に
列

せ
ら
れ
、
享
保
七
年
（
一
七
二
二
）
に
初
め
て
将
軍
吉
宗
に
お
目
見
え
し
、
後
に
吉

宗
に
仕
え
る
こ
と
に
な
る
。
享
保
十
六
年
（
一
七
三
一
）
に
火
事
場
見
廻
の
役
に
つ

き
、
翌
十
七
年
に
御
使
番
と
な
っ
た
。
寛
保
三
年
（
一
七
四
三
）
に
は
新
番
の
頭
と

な
っ
て
、
寛
延
二
年
（
一
七
四
九
）
に
戸
田
大
炊
頭
忠
言
大
坂
定
番
と
な
る
。
翌
寛

延
三
年
（
一
七
五

0
)
夏
に
は
西
城
御
小
姓
組
番
頭
と
な
っ
て
、

同
年
末
に
は
従
五

位
下
伊
予
守
と
な
る
。
妻
は
大
奥
の
老
女
外
山
の
養
女
で
、
後
妻
が
太
田
備
中
守
資

晴
の
女
で
あ
っ
た
。
将
軍
吉
宗
没
後
の
宝
暦
三
年
に
隠
居
し
て
、

天
明
二
年
(
-
七

八
二
）
三
月
七
日
に
死
去
‘
享
年
七
十
七
歳
で
あ
っ
た
。
文
化
十
五
年
(
-
八
一
八
）

刊
の
『
江
戸
諸
名
家
墓
所
一
覧
』
に
「
加
藤
豫
斎
、
名
泰
都
称
文
麗
‘

天
明
二
年
三

月
五
日
、
光
林
寺
」
と
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
‘
墓
所
は
麻
布
の
光
林
寺
で
あ
る

ま
た
、
実
父
の
加
藤
泰
恒
は
、
木
挽
町
狩
野
家
の
常
信
に
絵
画

そ
の
流
れ
か
ら
、
文
麗
も
ま
た
木
挽
町
の
狩
野
周
信
に
師
事
し
て

い
た
。
『
古
画
備
考
』
に
は
「
周
信
門
人
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
妙
心
寺
塔
頭
に
は
木

挽
町
狩
野
家
の
障
壁
画
が
多
数
遺
存
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

そ
し
て
ま
た
、
こ
の
開

山
堂
が
妙
心
寺
玉
龍
院
の
方
丈
を
移
築
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
も
、
こ
の
文
麗

の
障
壁
画
は
、
妙
心
寺
の
い
ず
れ
か
の
塔
頭
か
ら
移
さ
れ
た
可
能
性
を
捨
て
き
れ
な

文
堤
」
と
記
さ
れ
て
お
り
、
文
麗
門
に
谷
文
見
が
い
た
こ
と
も
明
ら
か
に
な
る
。
加

え
て
、
『
画
乗
要
略
』
に
は
「
加
藤
文
麗
、
名
泰
都
、
任
伊
豫
守
、
江
戸
人
、
学
狩
野

氏
、
後
梢
変
体
」
と
記
さ
れ
、
推
測
す
る
と
こ
ろ
‘
狩
野
派
の
作
風
か
ら
出
発
し
な

「
狩
野
如
川
周
信
門
弟
加
藤
文
麗
門
弟
谷



次
号
に
つ
づ
く
）
。

が
ら
、
後
に
は
作
風
の
幅
を
広
げ
て
い
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
‘

奥
平
俊
六
氏
が
、
隠
居
後
の
文
麗
が
狩
野
派
に
禅
味
を
加
え
て
、

の
び
や
か
な
作
風

②
 

へ
と
向
か
っ
た
と
推
測
さ
れ
て
い
る
が
、
実
際
の
と
こ
ろ
‘
ど
う
だ
ろ
う
か
。

さ
て
、
続
い
て
原
在
中
の
年
譜
に
言
及
す
る
が
、
在
中
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
知
ら

れ
て
い
る
こ
と
が
多
々
あ
る
た
め
、

在
中
は
寛
延
三
年
（
一
七
五

O
)
に
京
都
の
酒
造
家
に
生
れ
、

で
暮
ら
し
た
。
名
は
致
遠
、
字
は
子
重
、
別
号
は
臥
遊
と
い
い
、

で
あ
り
、

そ
の
略
年
譜
を
簡
潔
に
記
す
に
と
ど
め
た
い
。

小
川
通
中
立
売
上
ル

石
田
幽
汀
の
門
人

同
門
の
円
山
応
挙
か
ら
も
大
き
な
影
響
を
受
け
た
と
い
わ
れ
る
。

の
絵
画
を
独
学
し
つ
つ
、
狩
野
派
•
土
佐
派
を
は
じ
め
と
し
て
、

ま
た
、

仏
画
を
山
本
探
淵
か
ら
学
び
、
中
国
絵
画
、
中
で
も
京
都
の
社
寺
に
所
蔵
さ
れ
る
明

江
戸
後
期
の
諸
流

派
を
学
ん
で
、
緻
密
か
つ
華
や
か
な
作
風
で
原
派
を
興
し
た
。
山
水
•
動
物
・
花
鳥

な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
ジ
ャ
ン
ル
を
手
が
け
、
有
職
故
実
に
つ
い
て
も
造
詣
が
深
く
、
宮

廷
と
の
関
係
も
密
で
、
寛
政
度
造
営
御
所
の
障
壁
画
の
制
作
に
加
わ
っ
て
活
躍
し
た
。

天
保
八
年
（
一
八
三
七
）
死
去
。
享
年
八
十
八
歳
。
（
作
品
解
説
、
障
壁
画
全
図
な
ど
、

一
五
〇
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